
創造定住拠点形成事例

島根県松江市における創造的⼈材(IT)参加型の地域づくりシナリオ

皆が集まれる場
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市 島根県 国⼟
交通省

実践段階における
重要な視点

●場の形成

●機会の創出

●分野間連携の促進

●⼈材を育成

●⼈材不⾜の解決に向けた取組

年表⑤

年表④

年表⑥

拠点整備

年表②

年表③

創造的⼈材 (IT)
を呼込むための
お試し勤務機会
の創出が重要

創 造 的 ⼈ 材
(IT) キ ー マ ン
に地域づくりの
進め⽅を相談

⽴上段階における
重要な視点

●利便性・安⼼感等の体験

●⽬的の共有

創造的⼈材 (IT)キーマンに地域づくりの進め⽅について相談

年表③

年表③年表⑦

創造的⼈材 (IT)キーマンから交流の場を作るようアドバイス

しまねOSS 協議会を形成

ビジネスコンテストをきっかけとした分野間連携の促進

講座・教室等でプログラミングを教える

注1）本⾴は、松江市職員・島根県職員・IT 移住者へのヒアリング結果（H29.11.13）、松江市職員・地域代表者へのヒアリング結果（H30.11.22）、
   並びにヒアリング提供資料等をもとに作成

連携して海外のIT ⼈材を受⼊れ

地域づくりの多様な主体地域づくりの多様な主体地域づくりの多様な主体

地
域
づ
く
り
の
時
間
軸

地
域
づ
く
り
の
時
間
軸

地
域
づ
く
り
の
時
間
軸

92



2010年

2009年

2008年

2016年

2018年

2020年

1995年

2000年

2006年

2007年

2014年

2012年

2005年

他分野主体 地域住⺠
⾏政

松江市 島根県 国⼟交通省まつもと⽒ ⺠間
多様な主体

時間軸

創造的⼈材（IT）

注 1）本⾴は、松江市職員・島根県職員・IT 移住者へのヒアリング結果（H29.11.13）、松江市職員・地域代表者へのヒアリング結果（H30.11.22）、並びにヒアリン
     グ提供資料等をもとに作成    ：主な拠点施設  ：主な関連事業  ：主な出来事  

①テクノアークしまねは、知的集約型企業のさらなる⾶躍と新産業の創出を⽬的として造られた企業団地であるソフトビジネスパークの中核施設。
ここには、（公財）しまね産業振興財団、島根県産業技術センター、しまね知的財産総合⽀援センター、次世代技術研究開発センターなどが⼊居。
また、創業者⽀援室等 ( インキュベーションルーム，レンタルオフィス ) やデジタルコンテンツ製作⽀援室を備え、新産業の担い⼿となる企業や意欲ある
起業家のために様々なサポートを⾏っています。
②開発者のプログラマー・まつもとゆきひろさんは松江市を拠点に、ウェブを通じて世界とつながり活躍。
③中⼼市街地である JR 松江駅前に、時代の潮流であるオープンソースソフトウェア（OSS）に特化した、研究・開発・交流のための拠点として、「松江オー
プンソースラボ（松江市開発交流プラザ）」を設置。この「松江オープンソースラボ」を拠点として、オープンソースソフトウェアに関わる企業、技術者、
研究者、学⽣、ユーザーが交流を深めることで、技術・競争⼒の向上と優れた⼈材の育成を図るとともに、新たな市場の開拓による本市の産業活性化と地
域ブランド（Ruby City MATSUE）創造に取組んでいる。

④しまね OSS 協議会は、島根県内における OSS（オープン・ソース・ソフトウェア）に関わる企業、技術者、研究者、そしてユーザによる組織。
⑤松江市では、オープンソースのプログラミング⾔語「Ruby」を松江のオンリーワンの資源として、産学官が⼀体となって「Ruby City MATSUE プロジェ
クト」を推進しているところです。このプロジェクトの⼀環として、オープンソースによる地域振興の中⼼を担う「しまね OSS 協議会」と松江市は、第
11 回⽬となる「松江オープンソース活⽤ビジネスプランコンテスト」を開催。本コンテストは、IT 業界にとどまらず幅広い分野の⼈達にオープンソース
の情報を広く提供し、オープンソースを活⽤するプランをアイディアから形にすることで、オープンソースを活⽤した新しいビジネスプランを事業化・起
業化へ繋げることを⽬的としている。

創造定住拠点形成事例

島根県松江市における創造的⼈材（IT）参加型の地域づくり年表

【①】
ソフトビジネスパーク
島根オープン

（2001.10）
( ソフトビジネスパーク
島根の中核施設が
テクノアークしまね )

1 年後から参加

「情報産業振興室」 
設置（2008）

「しまねソフト産業
ビジネス研究会」と
連携

しまね産業振興財団
内に、しまねソフト
研究開発センター

（ITOC）開設
（2015）

松江市の Linux ユーザーが
初めて⽇本語で Linux の
ポータルサイトを開設（1996）

【②】
まつもと⽒に
協⼒依頼 ソフトウェアを中⼼に

地域振興を！

市の⼈⼝が減少

OSS 協議会⽴ち上げ

【③】
駅前に松江オープン
ソースラボ ( 交流拠点 ) を
駅前に新設（2006.7）
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教育機関との連携

ビジネスプランコンテスト
( しまね OSS 協議会共催 )

（2008 〜）

⽴地企業や
県外企業、
学⽣が参加。
交流の場に！

松江市役所が協⼒

Ruby 技術者認定
資格試験助成制度 Ruby を学校教育

に取り⼊れたい

松江オープン
ソースラボ

【⑦】
インド IT ⼈材交流事業

（2015 〜）
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学習の場に

島根県の IT 関連
企業などが設⽴

教材として使⽤

【⑥】

Ruby.Jr
(2013 〜 )

      松江市内の
中学校で Ruby 授業が
必修化 (2015)

【島根⼤学】
「システム創⽣
プロジェクト」

（2016 〜）

【⑥】

地域との交流
松江市が
選定される※

教材として使⽤

松江市の⼩学校で
Ruby のモデル授業

（2017.8）
※19 件の内、⾃治体
で選ばれたのは松江市
のみ

エンジニア
育成拠点

【島根⼤学】
「総合理⼯学部
知能情報デザイン
学科」（2018 〜）

廃⽌

⼀部の市内
中学校で

授業

松江市内の教育機関に在籍する
学⽣を対象に Ruby 試験受験費
⽤の⼀部を助成
難しいプログラミングを
学びたい中学⽣のための教室

市内中学校⻑会で
協⼒依頼（2011）
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まつもと⽒
などを、講師
として招く

【⑥】
島根⼤学で
Ｒｕｂｙ
プログラミング
講座スタート

（2007 〜）

交流の場

IT 企業

県や市と連携し
IT エンジニアを
育成する

【⑥】
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設
⽴
︵2008
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④
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︻
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︼

⽴地企業や
県外の企業
が利⽤ 

オープンソース
ラボを会合や
講習会として利⽤

プロジェクトに積極的に参加

ネットワーク応⽤通信研究
所（Nacl）設⽴（2001）

研究会や講習会
を実施する
企業向けの Ruby
⼈材育成

※⼩学⽣から
でも扱いやすい
タイピングが不
要の Ruby の
プログラム

「プログラミング
道場」を⽉⼀で
開催（⼩学⽣か
ら⾼専⽣まで対
象）

利⽤

最新版を
開発

Ruby の普及と発展のための
事業を⾏う (Ruby 開発及び
コミュニティーの⽀援 )

⾼尾⽒ (Nacl 職員 ) が企画・
講師・教材開発を実施

（2008 〜）

⾼尾⽒が、
スモウルビー※
を開発 (2013)
(2014 に⼀般
公開）

Ruby プログラミ
ング少年団をつ
くる（2014）

【⑥】

スモウルビー※

【②】

承諾

Ruby の開発者
「まつもとゆきひろ」⽒が
松江市に移住（1997）
同市のネットワーク応⽤
通信研究所（Ｎacl）に
フェローとして勤務

交流の場を作るよう、
アドバイス

Ruby Association
設⽴ 2007~

(2011 に財団法⼈に移⾏ )
理事⻑：まつもと⽒ 
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